













     敏
さとし
 
博士の専攻分野の名称  博 士（文 学） 
学 位 記 番 号  第  ２０７５５  号 
学 位 授 与 年 月 日  平成 18 年 12 月 27 日 
学 位 授 与 の 要 件  学位規則第４条第２項該当 
学 位 論 文 名  日本語存在表現の歴史 
論 文 審 査 委 員  （主査） 
            教 授 蜂矢 真郷 
            （副査） 
            教 授 工藤真由美  助教授 岡島 昭浩 
【32】







り」と文体（附 室町時代・抄物）」、第 11 章「室町時代末～現代 上方・京阪方言の「おる」」、第 12 章「全国共通
語「おる」の機能とその起源」、第 13 章「存在動詞の地理的分布」、第 14 章「存在型アスペクト形式の歴史概観」か
らなる。冒頭に「導入」を、末尾に「結語」を、また「主要資料一覧」「参考文献」「あとがき」「索引」を付す。（400






第８章～第 11 章は、上代から現代に至る「いる（ゐる）」と「おる（をり）」の変遷をまとめ、第 12 章は、共通語の
「おる」と方言や役割語との関係について述べ、第 13 章は、方言の存在動詞の地理的分布について述べ、第 14 章は、
それまでの検討を基にした現代語のスル・シタ・シテイル・シテイタに至るアスペクト形式の歴史的概観を試みてい
る（第２部）。 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 近年の日本語文法の研究は、現代語を中心とすることが多く、歴史的・通時的研究は必ずしも盛況とは言えない。
そうした中で、本論文は、現代語の研究をよく理解した上での、本格的な歴史的・通時的な文法研究であり、まず、
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